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政
令
指
定
都
市
議
会
に
お
け
る

区
の
常
任
委
員
会
設
置
の
検
討
を
！

議
会
改
革
短
信
　
第
12
号
　
　 

渡
辺
三
省

　
議
会
技
術
研
究
会
は
、
今
年
一
月
に
ス
タ
ー
ト
し
て
以

来
、
一
般
の
市
町
村
議
会
・
議
員
の
支
援
の
た
め
の
活
動

を
行
っ
て
き
た
。
本
年
最
後
の
本
号
で
は
、「
政
令
指
定

都
市
の
行
政
区
と
議
会
の
役
割
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
指
定
都
市
で
は
、
行
政
区
に
お
い
て
特
色
あ
る
施
策
や

事
業
等
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
議
会

と
区
行
政
と
の
関
わ
り
を
規
定
し
て
い
る
の
は
、
議
会
基

本
条
例
に
基
づ
き
、
区
づ
く
り
推
進
横
浜
市
会
議
員
会
議

を
設
け
る
な
ど
し
て
い
る
横
浜
市
に
つ
い
て
聞
き
及
ぶ
程

度
で
あ
る
。

　
指
定
都
市
の
行
政
区
は
、
一
般
市
並
み
の
人
口
か
ら
、

特
例
市
、
中
核
市
並
み
の
人
口
ま
で
、
そ
れ
自
体
が
一
つ

の
自
治
体
と
し
て
の
規
模
を
有
し
て
い
る
（
二
〇
一
五
年

一
〇
月
一
日
現
在
、
最
小
人
口
は
浜
松
市
天
竜
区
三
万
三

〇
一
人
、最
大
区
は
横
浜
市
港
北
区
三
四
万
四
一
七
二
人
）

が
、
東
京
都
特
別
区
と
は
違
い
議
会
を
設
置
で
き
な
い
。

行
政
区
単
位
の
議
員
選
出
に
も
か
か
わ
ら
ず
、現
状
で
は
、

区
行
政
に
対
し
て
、
住
民
の
声
の
適
切
な
反
映
と
い
う
点

で
議
会
の
果
た
す
役
割
は
十
分
と
は
い
え
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
、
二
〇
一
三
年
六
月
二
五
日
、
第
三

〇
次
地
方
制
度
調
査
会
が
、「
大
都
市
制
度
の
改
革
及
び

基
礎
自
治
体
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
に
関
す
る
答

申
」
を
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
た
。
答
申
に
は
、
指
定

都
市
制
度
に
関
し
て
、（
総
合
区
な
ど
）「
新
た
な
区
の
位

置
付
け
を
踏
ま
え
、
区
を
単
位
と
す
る
住
民
自
治
の
機
能

を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。
区
単
位
の
議
会
の
活
動
を
推
進

す
る
た
め
、
市
議
会
内
に
区
選
出
市
議
会
議
員
を
構
成
員

と
し
、
一
又
は
複
数
の
区
を
単
位
と
す
る
常
任
委
員
会
を

置
き
、
区
長
の
権
限
に
関
す
る
事
務
の
調
査
や
区
に
係
る

議
案
、
請
願
等
の
審
査
を
行
う
こ
と
と
す
べ
き
で
あ
る
」

と
の
内
容
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
一
方
、
こ
れ
に
先
立
つ
同
年
六
月
三
日
開
催
の
同
調
査

会
第
三
五
回
専
門
小
委
員
会
で
は
、答
申
内
容
と
は
逆
に
、

全
国
市
議
会
議
長
会
会
長
か
ら
、
区
へ
の
常
任
委
員
会
設

置
は
各
都
市
の
自
主
的
取
組
み
に
委
ね
る
べ
き
と
の
発
言

が
あ
り
、
ま
た
、
翌
年
の
二
月
六
日
に
は
、
同
議
長
会
指

定
都
市
協
議
会
と
し
て
、
各
議
会
の
主
体
的
判
断
を
尊
重

し
た
制
度
と
す
べ
き
と
の
要
望
が
国
に
対
し
て
行
わ
れ
て

い
る
。
二
つ
の
動
き
か
ら
は
、
指
定
都
市
議
会
の
消
極
的

対
応
が
伺
え
る
。

　
そ
の
後
、
二
〇
一
四
年
第
一
八
六
回
国
会
に
お
け
る
改

正
地
方
自
治
法
の
審
議
で
は
、
答
申
に
は
盛
り
込
ま
れ
て

い
た
区
の
常
任
委
員
会
必
置
規
定
が
、
法
案
に
盛
り
こ
ま

れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
総
務
大
臣
は
、「
必
置
に

つ
い
て
は
見
送
り
、
議
会
の
自
主
的
判
断
に
委
ね
る
」
と

の
答
弁
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
四
月
二
四
日
の
衆

議
院
総
務
委
員
会
参
考
人
質
疑
で
は
、
第
三
〇
次
地
制
調

の
会
長
で
あ
っ
た
西
尾
勝
さ
ん
が
、「
議
論
の
過
程
で
は
、

区
に
議
会
を
置
く
案
も
あ
っ
た
が
、
現
状
実
現
可
能
な
案

と
し
て
、
市
議
会
内
に
、
区
選
出
市
議
会
議
員
を
構
成

員
と
し
、
一
ま
た
は
複
数
の
区
を
単
位
と
す
る
常
任
委
員

会
を
置
く
案
を
示
し
た
。（
中
略
）
人
口
規
模
の
大
き
い

指
定
都
市
に
お
い
て
、
区
の
行
政
に
対
し
住
民
の
声
を
適

切
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
す
る
上
で
、
議
会
の
役
割
は
極

め
て
重
要
」
と
し
た
上
で
、「
現
行
法
の
も
と
で
も
、
条

例
に
よ
り
区
単
位
の
常
任
委
員
会
設
置
は
可
能
で
あ
る
の

で
、
各
団
体
の
賢
明
な
判
断
に
期
待
し
て
い
る
」
と
述
べ

て
い
る
。

　
各
都
市
各
行
政
区
の
実
情
や
課
題
は
多
種
多
様
で
あ
り
、

ま
た
、
区
長
権
限
に
つ
い
て
も
、
大
区
制
採
用
の
市
か
ら

小
区
制
採
用
の
市
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
各

市
行
政
区
の
数
は
、
相
模
原
・
静
岡
三
、
岡
山
四
、
仙
台
・

熊
本
五
か
ら
、
名
古
屋
一
六
、
横
浜
一
八
、
大
阪
二
四
と
、

相
当
の
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
（
札
幌
の
場
合
一
〇
区
）。
各

市
議
会
の
区
行
政
へ
の
関
わ
り
は
、
自
主
的
判
断
と
い
っ

て
も
、
一
つ
の
自
治
体
と
し
て
の
人
口
規
模
を
有
し
て
い

る
以
上
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
議
員
の
立
場
か
ら
は
、「
市

民
の
代
表
」
と
し
て
市
政
全
般
を
俯
瞰
的
に
見
る
役
割
だ

け
で
な
く
、
自
ら
が
選
出
さ
れ
た
行
政
区
の
実
情
や
課
題

を
し
っ
か
り
と
捉
え
、
住
民
の
声
を
区
行
政
に
反
映
さ
せ

て
い
く
役
割
も
十
分
理
解
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。「
森

も
木
も
見
て
」
議
員
活
動
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
。
議
会
の
制
度
も
、
時
代
に
合
わ
せ
て
変
わ
ら
ざ
る
を

得
ず
、
議
員
も
議
会
事
務
局
も
不
断
の
努
力
が
欠
か
せ
な

い
。

　
二
〇
一
四
年
の
地
方
自
治
法
改
正
に
、
区
の
常
任
委
員

会
制
度
が
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
住
民
の
声

の
適
切
な
反
映
、
身
近
な
区
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
の
観
点
か

ら
、
各
議
会
で
は
、
常
任
委
員
会
設
置
に
向
け
た
自
主
的

取
組
み
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
ま
た
、
議
会
事

務
局
に
よ
る
議
会
へ
の
情
報
提
供
を
含
め
た
適
切
な
補
佐

も
必
要
と
な
る
。
議
会
の
主
体
的
判
断
に
大
い
に
期
待
す

る
。

（
わ
た
な
べ
　
か
ず
み
・
議
会
技
術
研
究
会
共
同
代
表
、
札
幌
市
職
員
）


